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な
演
奏
や
踊
り
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

行
政
区
対
抗
の「
ナ
イ
ス
イ
ン
！
蟠

龍
玉
入
れ
大
会
」
で
は
、
お
揃
い
の
Ｔ

シ
ャ
ツ
を
ま
と
っ
た
中
央
２
区
が
５
年

ぶ
り
に
優
勝
を
掴
み
ま
し
た
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
が
当
麻
音
頭
に
の
せ

て
踊
る
千
人
踊
り
に
は
約
３
５
０
人
が

参
加
。
今
年
新
調
し
、
こ
の
日
が
初
お

披
露
目
の
り
ゅ
う
た
く
ん
と
、
で
ん
す

け
く
ん
も
参
加
し
会
場
を
盛
り
上
げ
ま

し
た
。

　

仮
装
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
は
、
ト
ー

マ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
ハ
ウ
ス
緑
郷
に
通
う

園
児
の
可
愛
ら
し
い
踊
り
に
癒
さ
れ
、

町
内
の
小
中
学
生
に
よ
る
よ
さ
こ
い
で

は
力
強
い
演
舞
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

ア
ン
コ
ー
ル
に
は
観
客
も
自
由
に
参
加

し
、
会
場
が
一
体
と
な
っ
て
大
い
に
盛

り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

仮
装
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
後
に
は
、
前

日
に
公
民
館
ま
と
ま
ー
る
で
歌
謡

シ
ョ
ー
を
開
催
し
た
秋
山
涼
子
さ
ん
が

２
曲
を
披
露
し
、フ
ィ
ナ
ー
レ
に
向
け
、

徐
々
に
盛
り
上
が
り
を
増
す
会
場
。

　

当
麻
蟠
龍
太
鼓
保
存
会
は
、
龍
の
動

き
を
再
現
し
た
バ
チ
裁
き
と
力
強
い
大

迫
力
の
太
鼓
演
奏
で
観
客
を
魅
了
！

　

当
麻
蟠
龍
隊
も
、「
生
き
生
き
と
し

た
龍
の
動
き
」
に
こ
だ
わ
っ
た
龍
踊
り

を
披
露
し
会
場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

　

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
は
、
４
０
０
発
の

花
火
が
夜
空
を
彩
り
、
熱
い
夏
を
締
め

く
く
り
ま
し
た
。

　

蟠
龍
ま
つ
り
実
行
委
員
会
が
主
催
す

る
、
町
最
大
の
イ
ベ
ン
ト〝
２
０
１
６

と
う
ま
蟠
龍
ま
つ
り
〟
が
８
月
７
日
、

当
麻
山
麓
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
特
設
会
場

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

気
温
30
度
超
え
の
真
夏
日
と
な
っ
た

こ
の
日
、
暑
さ
に
負
け
な
い
盛
り
上
が

り
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

佐
々
木
利
光
実
行
委
員
長
は「
今
日

一
日
、
暑
く
な
り
ま
す
。
熱
中
症
に
気

を
付
け
な
が
ら
、
夏
の
思
い
出
の
１

ペ
ー
ジ
に
楽
し
ん
で
い
っ
て
く
だ
さ

い
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

メ
イ
ン
会
場
前
の
道
路
で
開
か
れ

た
、「
働
く
ク
ル
マ
展
」で
は
消
防
車
や

パ
ト
カ
ー
、
ミ
ニ
ユ
ン
ボ
な
ど
が
展
示

さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
普
段
乗
れ
な
い

車
に
乗
っ
た
り
、
写
真
撮
影
を
楽
し
み

ま
し
た
。
グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
運
動
場
で
と

う
ま
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
が
実
施
し
た

「
運
動
あ
そ
び
の
広
場
」は
、
ボ
ー
ル
や

バ
ト
ミ
ン
ト
ン
、輪
投
げ
な
ど
で
遊
べ
、

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
の
合
間
な
ど
に
、

親
子
連
れ
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

メ
イ
ン
会
場
で
は
、
子
ど
も
た
ち
に

大
人
気
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
や
旭

川
市
を
拠
点
に
活
動
す
る
ガ
ー
ル
ズ
ブ

ラ
ス
ユ
ニ
ッ
ト「
Ｎ
ｉ
ｎ
ｅ 

Ｃ
Ａ
Ｔ 

Ｌ
ｉ
ｖ
ｅ
ｓ
」
に
よ
る
音
楽
ラ
イ
ブ
、

当
麻
中
学
校
吹
奏
楽
部
演
奏
、
当
麻
町

の「
Ｔ
Ａ
Ｄ
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
」や
、
プ

ロ
ダ
ン
ス
チ
ー
ム「
Ｇ
Ｏ
７
」、
町
内
外

の
ダ
ン
ス
団
体
な
ど
に
よ
る
迫
力
満
点
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夏
休
み
中
の
子
ど
も
た
ち
へ
体
験
活

動
の
場
を
提
供
す
る
目
的
で
、
当
麻
町

公
民
館
主
催
に
よ
る｢

夏
休
み
こ
ど
も

実
験
＆
工
作
教
室｣

が
、
８
月
３
日
と

４
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

３
日
は
公
民
館
ま
と
ま
ー
る
で
液
体

窒
素
を
使
っ
た
実
験
講
座
、
４
日
は
く

る
み
な
の
木
遊
館
で
木
製
の
ゴ
ム
で
っ

ぽ
う
と
仕
掛
け
ご
ま
を
製
作
す
る
工
作

教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

工
作
教
室
に
は
11
人
の
小
学
生
が
参

加
。
木
の
香
り
が
満
ち
あ
ふ
れ
る
木
育

拠
点
施
設
で
、
子
ど
も
た
ち
は
作
り
方

に
四
苦
八
苦
し
な
が
ら
も
木
工
工
作
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

当
麻
ス
カ
イ
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
実

行
委
員
会(

菅
克
則
実
行
委
員
長)

主
催

の
当
麻
ス
カ
イ
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
６
が
７
月
24
日
、
当
麻
ス
カ
イ

パ
ー
ク
で
開
か
れ
、
家
族
連
れ
や
航
空

フ
ァ
ン
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
モ
ー
タ
ー
グ
ラ
イ
ダ
ー
無

料
体
験
飛
行
を
始
め
、
ラ
ジ
コ
ン
飛
行

機
や
モ
ー
タ
ー
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
な
ど

の
デ
モ
フ
ラ
イ
ト
、
紙
飛
行
機
大
会
な

ど
が
行
わ
れ
、
来
場
者
は
空
の
祭
典
を

心
ゆ
く
ま
で
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

空
の
祭
典
を
満
喫

当
麻
ス
カ
イ
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ

自
然
に
触
れ
て

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

親
子
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
会

　

７
月
23
日
、
く
る
み
な
の
散
歩
道
で

親
子
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
会（
町
体
育
協

会
・
教
育
委
員
会
主
催
）
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

16
組
の
親
子
連
れ（
約
60
人
）が
集
ま

り
、
約
３
㌔
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
ゴ
ー

ル
後
の
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
を
楽
し
み
ま

し
た
。

　

今
井
孝
行
体
育
協
会
長
は「
今
日

は
、
こ
の
自
然
の
中
で
森
林
浴
を
楽
し

み
な
が
ら
心
と
体
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
後
に
は
、
ジ
ン
ギ
ス

カ
ン
も
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ

ん
、
満
腹
に
な
る
ま
で
存
分
に
楽
し
ん

で
い
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。

　

参
加
者
全
員
で
ラ
ジ
オ
体
操
を
行
っ

た
後
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
時
に
は
駆
け
足
で
じ
ゃ
れ
合

い
な
が
ら
突
き
進
む
元
気
な
子
ど
も
た

ち
と
マ
マ
友
同
士
、
会
話
を
楽
し
み
な

が
ら
、
当
麻
山
の
自
然
を
満
喫
し
て
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
ゴ
ー
ル
で
は
ホ
ク
レ
ン
が
提

供
す
る「
ス
ポ
ー
ツ
応
援
米
」（
ゆ
め
ぴ

り
か
と
ふ
っ
く
り
ん
こ
を
ブ
レ
ン
ド
し

た
お
米
３
０
０ｇ
）
が
一
組
に
一
袋
ず

つ
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
後
の
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン

で
は
疲
れ
切
っ
た
表
情
か
ら
一
転
、
多

く
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

木
育
拠
点
で
工
作
を
楽
し
む

夏
休
み　
　
　
　
　
　
　

こ
ど
も
実
験
＆
工
作
教
室
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当
麻
町
公
民
館
文
化
事
業
実
行
委
員

会（
門
脇
幸
夫
実
行
委
員
長
）が
８
月
６

日
、
公
民
館
ま
と
ま
ー
る
で｢

秋
山
涼

子
歌
謡
シ
ョ
ー｣

を
行
い
ま
し
た
。

　

東
京
都
を
中
心
と
し
た
首
都
圏
に
在

住
す
る
当
麻
町
出
身
者
で
構
成
す
る
東

京
当
麻
会（
山
根
清
会
長
）
と
共
催
で

行
っ
た
も
の
。
翌
日
に
は｢

蟠
龍
ま
つ

り｣

を
控
え
て
お
り
、
当
麻
町
最
大
の

イ
ベ
ン
ト
を
も
っ
と
盛
り
上
げ
よ
う
と

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

約
３
５
０
人
の
来
場
者
の
盛
大
な
拍

手
で
迎
え
ら
れ
、
ス
テ
ー
ジ
に
登
場
し

た
秋
山
さ
ん
。
夏
バ
ラ
日
本
一
の
評
価

を
受
け
る
当
麻
町
に
ち
な
ん
で
、
一
部

に
薔
薇
の
模
様
を
あ
し
ら
っ
た
衣
装
に

身
を
包
み
、
ご
自
身
の
曲
を
含
め
15
曲

を
披
露
し
ま
し
た
。
こ
の
日
は
30
度
を

超
え
る
真
夏
日
で
し
た
が
、
東
京
か
ら

来
た
秋
山
さ
ん
は｢

北
海
道
は
涼
し
い

で
す
ね｣

と
笑
顔
。
ま
た〝
田
ん
ぼ
の
学

校
〟〝
く
る
み
な
の
木
遊
館
〟〝
く
る
み
な

の
庭
〟
を
訪
れ
た
こ
と
も
話
し
、
当
麻

町
の｢

食
育
、
木
育
、
花
育｣

を｢

素
晴

ら
し
い
取
り
組
み｣

と
評
価
し
て
い
ま

し
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
第
２
部
で
は
町
内
の
カ

ラ
オ
ケ
サ
ー
ク
ル
か
ら
も
10
人
が
ス

テ
ー
ジ
に
立
ち
熱
唱
し
ま
し
た
。

　

ま
た
秋
山
さ
ん
は
翌
日
の
蟠
龍
ま
つ

り
で
も
ス
テ
ー
ジ
に
立
ち
２
曲
を
披
露

し
、
祭
り
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

蟠
龍
ま
つ
り

盛
り
上
げ
る秋

山
涼
子
歌
謡
シ
ョ
ー

●
３
・
４
年
生
の
部

・
最
優
秀
賞　

長
谷
川
円
春（
当
小
）

・�

優
秀
賞　

阿
部
真
染（
当
小
）、
堀
田

優
澄（
当
小
）、
三
浦
彩
愛（
当
小
）、

岡
部
桧
菜
子（
宇
小
）

●
５
・
６
年
生
の
部

・
最
優
秀
賞　

今
野
愛
菜（
当
小
）

・�

優
秀
賞　

舟
山
真
白（
当
小
）、
山
田

子
竜（
当
小
）、
粂
田
歩
香（
当
小
）、

藤
井
雅
斗（
当
小
）

｢

龍｣

の
姿

ポ
ス
タ
ー
に
描
く

蟠
龍
ま
つ
り　
　
　
　

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

長谷川円春さんの作品

今野愛菜さんの作品

　

夏
休
み
中
の
旅
行
客
で
に
ぎ
わ
う
道

の
駅
と
う
ま
で
８
月
10
日
、
グ
ッ
ド
ラ
イ

ダ
ー
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
格
的
な
二
輪
車
の
活
動
時
期
に
、

安
全
運
転
を
心
掛
け
て
も
ら
お
う
と
、

上
川
総
合
振
興
局
や
当
麻
町
女
性
ド
ラ

イ
バ
ー
ク
ラ
ブ
な
ど
が
共
催
で
行
っ
た

も
の
。
啓
発
グ
ッ
ズ
を
手
渡
し
な
が
ら

安
全
運
転
を
訴
え
ま
し
た
。
北
海
道

ハ
ー
レ
ー
警
ら
隊
も
参
加
し
た
ほ
か
、

共
催
で
あ
る
旭
川
地
区
二
輪
車
販
売
店

協
議
会
に
よ
り
、
自
動
二
輪
車
の
無
料

点
検
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

道
の
駅
で

交
通
安
全
呼
び
か
け

夏
の
交
通
安
全
運
動
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子
ど
も
・
仮
装
盆
踊
り
大
会

（
仮
装
盆
踊
り
大
会
実
行
委
員

会
主
催
）
が
、
８
月
18
日
に
Ｊ

Ｒ
当
麻
駅
前
広
場
特
設
会
場
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

盆
踊
り
の
音
楽
と
子
ど
も
蟠

龍
太
鼓
に
よ
る
太
鼓
演
奏
に
合

わ
せ
て
、
色
と
り
ど
り
の
浴
衣

に
身
を
包
ん
だ
多
く
の
子
ど
も

た
ち
が
元
気
に
踊
り
を
披
露
し

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
可
愛

ら
し
い
姿
に
会
場
に
は
多
く
の

笑
顔
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

衣
装
に
合
わ
せ
た

踊
り
披
露

子
ど
も
・
仮
装
盆
踊
り

　

子
ど
も
盆
踊
り
の
後
に
行

わ
れ
た
仮
装
盆
踊
り
で
は
、

団
体
の
部
に
７
チ
ー
ム

１
６
７
人
、
個
人
の
部
に
19

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

テ
レ
ビ
で
お
な
じ
み
の

セ
ー
ラ
ー
ム
ー
ン
や
貞
子
、

ブ
ラ
ジ
ル
で
開
催
中
だ
っ
た

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
を
モ

チ
ー
フ
に
し
た
衣
装
に
身
を

包
み
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に

合
っ
た
踊
り
を
披
露
し
、
会

場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

団
体
の
部
で
は「
当
麻
で

サ
ン
バ
!!

リ
オ
で
じ
ゃ

ね
ぇ
ー
よ
」、
個
人
の
部
で

は「
弁
財
天
」が
優
勝
を
飾
り

ま
し
た
。

当
麻
っ
子

大
舞
台
で
活
躍

全
国
・
全
道
大
会
に
出
場

●
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
柔
道
競
技

当
麻
町
出
身
の
川
上
冬
一
さ
ん

（
高
３
）が
主
将
を
務
め
る
旭
川
龍
谷

高
等
学
校
柔
道
部
が
、
深
川
市
で
行

わ
れ
た
第
66
回
北
海
道
高
等
学
校
柔

道
大
会
男
子
団
体
で
見
事
優
勝
。
７

月
30
日
～
８
月
３
日
に
島
根
県
で
行

わ
れ
た
全
国
大
会
に
出
場
し
ま
し

た
。（
結
果
は
２
回
戦
敗
退
）

●
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
陸
上
競
技

旭
川
龍
谷
高
３
年
の
山
下
桃
花
さ

ん（
当
中
出
身
）が
室
蘭
市
で
開
催
さ

れ
た
第
69
回
北
海
道
高
等
学
校
陸
上

競
技
選
手
権
大
会
で
８
０
０
㍍
、

１
５
０
０
㍍
と
も
に
準
優
勝
。
７
月

28
日
～
８
月
２
日
に
岡
山
県
で
行
わ

れ
た
全
国
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

（
結
果
は
８
０
０
㍍
が
予
選
敗
退
、

１
５
０
０
㍍
は
欠
場
）

●
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス 

競
技札

幌
科
学
大
学
高
３
年
の
廣
冨
創

太
さ
ん（
当
中
出
身
）が
釧
路
市
で
開

催
さ
れ
た
第
69
回
北
海
道
高
等
学
校

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会
男
子
団

体
、
個
人
と
も
に
見
事
優
勝
。
７
月

28
日
～
８
月
４
日
に
岡
山
県
で
行
わ

れ
た
全
国
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

（
結
果
は
個
人
戦
が
４
回
戦
、
団
体

戦
が
２
回
戦
で
敗
退
）

●
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
北
海
道

ブ
ロ
ッ
ク
大
会
兼
北
海
道
ミ
ニ
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
夏
季
交
歓
大
会

　

当
麻
ミ
ニ
バ
ス
少
年
団
女
子
が
旭

川
地
区
予
選
で
優
勝
し
、
８
月
５
日

～
７
日
に
旭
川
市
ほ
か
１
市
２
町
を

会
場
に
行
わ
れ
た
全
道
大
会
に
出
場

し
ま
し
た
。�

（
全
道
大
会
で
は
２
勝

を
挙
げ
健
闘
）

●
全
道
少
年
軟
式
野
球
大
会

当
麻
野
球
少
年
団
が
第
34
回
ホ
ク

レ
ン
杯
保
護
司
会
旗
兼
道
新
杯
旭
川

支
部
予
選
で
準
優
勝
し
、
７
月
29
日

～
８
月
３
日
に
札
幌
市
で
行
わ
れ
た

全
道
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。（
結

果
は
２
回
戦
敗
退
）

●
全
道
中
体
連
陸
上
競
技

水
口
隼
輔
君（
当
中
３
年
）が
上
川

中
央
地
区
陸
上
競
技
大
会
２
０
０
㍍

で
見
事
優
勝
し
、
７
月
25
日
～
27
日

に
北
見
市
で
行
わ
れ
た
全
道
大
会
に

出
場
し
ま
し
た
。（
結
果
は
予
選
敗

退
）

●
全
道
中
体
連
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技

石
川
愛
海
さ
ん
と
小
玉
香
灯
さ
ん

（
い
ず
れ
も
当
中
２
年
）が
上
川
管
内

代
表
決
定
戦
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
個

人
戦（
ダ
ブ
ル
ス
）で
見
事
優
勝
し
、

８
月
１
日
～
３
日
に
旭
川
市
で
行
わ

れ
た
全
道
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

（
結
果
は
３
回
戦
敗
退
）
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お
誕
生
お
め
で
と
う
あ
か
ち
ゃ
ん
（
住
所

性
別
・
父
ま
た
は
母
）

髙
橋　

有あ
り
な奏
ち
ゃ
ん（
宇　

２
・
女
・
希
）

定
免　

杏あ
ん
り莉

ち
ゃ
ん（
３
西
３
・
女
・
周
平
）

福
士
凜り

お

な
桜
奈
ち
ゃ
ん（
６
西
４
・
女
・
英
樹
）

俳
句

遊
水
池
稲
妻
一
閃
子
鴨
散
る

佐
藤　
　

忠

幼
な
子
に
夜
店
は
宝
物
ば
か
り

岩
渕
真
理
子

故
郷
の
祭
に
行
け
ば
子
に
還
る

林　
　

明
子

睡
蓮
の
筏
波
打
つ
鯉
の
群
れ

佐
藤　

栄
子

木
道
に
ゆ
れ
る
ギ
ボ
ウ
シ
瑠
璃
の
沼

豊
島　

誓
子

湖
上
に
て
花
火
舞
い
散
る
旅
の
宿濱

田　
　

好

川
柳

大
ジ
ョ
ッ
キ
ー　

明
日
の
活
力　

え
だ
豆
と

櫻
井　

清
和

お
祭
り
の　

蟠
龍
太
鼓　

デ
ン
ス
ケ
デ
ン

林　
　

義
明

ト
マ
ト
が
ね　

と
っ
て
も
き
ら
い　

ど
う
し
よ
う

佐
子　

優
雅（
小
学
２
年
）

リ
ー
ン
リ
ン　

虫
の
な
き
ご
え　

き
れ
い
だ
な

七
戸　

美
心（
小
学
２
年
）

ピ
ア
ノ
っ
て　

き
れ
い
な
音
で　

す
て
き
だ
な

谷
川　

悠
花（
小
学
２
年
）

い
ち
ご
と
り　

あ
ま
い
い
ち
ご
が　

お
い
し
い
な

米
田　

悠
真（
小
学
２
年
）

学
校
は　

友
だ
ち
い
っ
ぱ
い　

た
の
し
い
な

川
端　

凪
沙（
小
学
３
年
）

夏
ま
つ
り　

わ
た
あ
め
た
べ
て　

べ
た
べ
た
だ

岸
山　

風
優（
小
学
３
年
）

休
み
の
日　

か
ぞ
く
そ
ろ
っ
て　

や
き
に
く
だ

藪
内　

七
海（
小
学
３
年
）

ゴ
ミ
ば
こ
は　

い
ろ
ん
な
も
の
で　

あ
ふ
れ
て
る

加
藤　

海
夢（
小
学
４
年
）

め
ざ
ま
し
で　

起
き
て
も
二
度
ね　

六
時
半

大
館　

美
月（
小
学
６
年
）

習
っ
た
ば
か
り
の
方
も

ぜ
ひ
ご
登
壇
く
だ
さ
い

　

今
か
ら
21
年
前
、
突
然
の
激
し
い

揺
れ
は
約
20
秒
続
き
、
あ
の
恐
ろ
し

い
阪
神
大
震
災
で
私
も
被
災
し
た
一

人
で
し
た
。
家
は
半
壊
。
当
麻
の
父

に
生
き
て
い
る
こ
と
を
す
ぐ
に
電
話

し
た
後
、
連
絡
は
取
れ
な
く
な
り
ま

し
た
。そ
の
頃
、勤
務
で
尼
崎
に
あ
っ

た
西
武
塚
新
店
に
勤
務
し
て
い
た
私

は
、
電
車
2
本
と
バ
ス
を
乗
り
継
い

だ
西
宮
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
西
宮

は
あ
の
甲
子
園
球
場
が
あ
る
市
で
、

被
害
が
特
に
ひ
ど
か
っ
た
神
戸
、
芦

屋
の
隣
。
３
日
目
か
ら
は
、
朝
早
く

防
寒
着
に
リ
ュ
ッ
ク
を
背
負
い
歩
い

て
電
車
が
動
い
て
い
る
駅
ま
で
行

き
、
な
ん
と
か
会
社
に
行
き
ま
し
た

が
、
帰
り
は
瓦が

れ
き礫
の
横
を
通
る
の
が

怖
く
て
、
悲
し
く
て
と
い
う
毎
日
で

し
た
。
電
気
、
水
、
ガ
ス
が
ス
ト
ッ

プ
し
て
い
て
、
化
粧
な
し
、
コ
ン
タ

ク
ト
な
し
、
髪
も
ボ
サ
ボ
サ
と
い
う

あ
り
さ
ま
で
し
た
が
、
幸
い
近
く
に

学
校
が
あ
り
、
電
気
だ
け
は
程
な
く

つ
き
、
風
呂
は
小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
自
衛
隊
の
テ
ン
ト
が
設
営
さ

れ
、
そ
こ
に
入
り
に
行
き
ま
し
た
。

驚
い
た
こ
と
に
そ
の
隊
は
旭
川
の
第

２
師
団
の
方
々
で
、
誇
ら
し
く
、
頼

も
し
か
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
、
一
番
忘
れ
ら
れ
な
い
の

が
、
新
聞
で
知
っ
た
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

の
現
地
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
の
手
伝

い
。
旭
川
西
神
楽
で
21
名
の
小
学
生

が
約
１
カ
月
農
村
体
験
を
し
た
の
で

す
。
自
転
車
で
チ
ラ
シ
を
配
り
、
説

明
し
、
出
発
の
朝
、
関
空
ま
で
の
引

率
、
11
年
後
、
そ
の
中
の
１
人
が
結

婚
の
報
告
に
旭
川
へ
。
私
も
駆
け
付

け
ま
し
た
。
う
れ
し
か
っ
た
で
す

ね
。
絆
を
し
み
じ
み
感
じ
ま
し
た
。

西
宮
で
は
、
近
所
付
き
合
い
が
ほ
と

ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
あ
の
地

震
の
朝
ま
で
お
向
か
い
が
ド
イ
ツ
の

方
だ
と
知
ら
な
か
っ
た
く
ら
い
で
す
。

で
も
地
震
直
後
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が

切
断
さ
れ
た
時
、
人
々
は
絆
に
支
え

ら
れ
た
そ
う
で
す
。
家
族
の
、
友
達

の
、
地
縁
の
、
社
縁
と
い
う
絆
。
絆

が
再
認
識
さ
れ
、
再
構
築
さ
れ
、
私

み
た
い
な
田
舎
者
に
と
っ
て
は
当
た

り
前
の
、
近
所
付
き
合
い
が
大
き
く

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
出
来
事
で

し
た
。
そ
の
点
、
当
麻
は
大
丈
夫
。

あ
と
は
防
災
に
関
す
る
心
掛
け
、
知

識
で
す
。
大
切
な
命
を
守
る
た
め
、

日
頃
か
ら
の
心
掛
け
が
必
要
、
そ
し

て
実
行
し
ま
し
ょ
う
。
も
ち
ろ
ん
近

所
付
き
合
い
も
忘
れ
ず
に
。

○「
絆
の
大
切
さ
」　

113

千
葉
か
よ
子
さ
ん

（
伊
１
）

波
多
野
富
子
さ
ん（
３
東
２
・
91
歳
）

※
６
月
21
日
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た

河
村　

和
子
さ
ん（
４
西
３
・
87
歳
）

川
島　

恒
男
さ
ん（
中　

６
・
79
歳
）

桑
𠩤　

耕
治
さ
ん（
中　

６
・
85
歳
）

稗
田
ひ
と
み
さ
ん（
４
東
２
・
32
歳
）

後
藤　

三
男
さ
ん（
４
東
２
・
96
歳
）

石
田　

久
雄
さ
ん（
中　

６
・
80
歳
）

荒
井　

貞
雄
さ
ん（
３
西
３
・
73
歳
）

佐
藤　

正
志
さ
ん（
４
西
３
・
69
歳
）

後
藤　

キ
ク
さ
ん（
６
東
４
・
95
歳
）

（
平
成
28
年
７
月
21
日
～
８
月
20
日
届
け
出

分
･
町
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
了
承
い
た
だ

い
た
方
の
み
掲
載
）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

香
典
返
し
を
廃
し
て
社
協
に

波
多
野　

守
さ
ん（
３
東
２
）　

３
万
円

※
６
月
23
日
に
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た

稗
田　

昌
好
さ
ん（
伊　

３
）　

１
万
円

石
田
智
恵
子
さ
ん（
中　

６
）　

１
万
円

佐
藤　

洋
子
さ
ん（
４
西
３
）　

３
万
円

後
藤　

三
男
さ
ん（
開　

２
）　

２
万
円

社
会
福
祉
活
動
資
金
と
し
て
社
協
に

東
京
当
麻
会（
山
根
清
会
長
か
ら
）５
万
円

ま
ち
づ
く
り
寄
付
金（
ふ
る
さ
と
納
税
）と
し

て
町
に（
７
月
分
）

９
７
８
人
の
み
な
さ
ん
よ
り
寄
付
い
た
だ

き
ま
し
た
。

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

次
回
の
執
筆
者
は

土
屋
韶
庫
さ
ん（
開
１
）で
す
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町
長
へ
の
手
紙
と

町
長
か
ら
ご
返
答

　

匿
名
の
方
か
ら
町
長
へ
の
手
紙
を
頂
き
ま

し
た町

立
図
書
館
へ
の
お
手
紙
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

図
書
館
は
教
育
委
員
会
が
管
轄
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
町
長
に
代
わ
り
教
育
長
の
私
か

ら
回
答
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

町
立
図
書
館
を
い
つ
も
利
用
し
て
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
頂
い
た
お
手

紙
の
中
に
個
人
に
関
わ
る
内
容
が
含
ま
れ
て

お
り
ま
し
た
の
で
、
お
手
紙
の
内
容
の
掲
載

は
差
し
控
え
さ
せ
て
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

活
字
離
れ
が
進
む
近
年
、
読
書
の
大
切
さ

を
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
図

書
館
で
す
。
今
後
は
、
ご
指
摘
の
あ
っ
た
事

項
を
踏
ま
え
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
利
用
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
よ
り
良
い
環
境
づ
く
り

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
ご
理
解
を
い
た

だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
お
誕
生
日
の
図

書
贈
呈
事
業
に
励
ま
し
の
言
葉
を
頂
き
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
貴
重
な
ご
意
見
を
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

当
麻
町
教
育
委
員
会
教
育
長　

糠
谷
仁
一

　町では、広告出版メディア業の株式会社サイネック
スと協定を締結し「当麻町版暮らしの便利帳」を官民協
働により作成します。
　「暮らしの便利帳」とは、町民の皆さんが居住する上
で欠かせない行政･生活情報を１冊にまとめたものです。

「相談をしたいがどの窓口に行けばよいかわからな
い」、「どのような制度があるか知りたい」、「手続きに
必要な物を知りたい」といったときに、役立つ冊子です。

　制作や印刷などの費用は広告収入で賄
まかな

うものであ
り、広告収入のお願いは株式会社サイネックスで行い
ますのでご協力をお願いします。
　完成した冊子は平成29年１月をめどに作成され、
２月に全戸へ配布される予定です。
●問い合わせ先　まちづくり推進課広報係
　（☎84－２１１１内線223・224）

暮 
ら
し
の
便
利
帳

他市町村で作成した ｢暮らしの便利帳｣

〈８月中火災出動・平成28年累計〉
月 合 計 0件
累　　計 2件

〈８月中救急出動・平成28年累計〉
急　　病 27件（  23人）
一般負傷 4件（    4人）
交　　通 1件（    0人）
そ の 他 2件（    2人）
月 合 計 34件（  29人）
累　　計 220件（192人）

（　）内は搬送人員　
交通事故状況〈平成28年累計・８月末現在〉

当
麻
町

発生件数 　人　身 2件
　物　損 65件

死 者 数 0人
傷 者 数 2人

道内での死者数 88人

火 

災
・
救
急
出
動
状
況

　河川区域内の樹木を資源として有効利用するため
に、伐採者を募集します。伐採した樹木は自家消費
や営利目的で利用することができます。
●募集期間　９月30日（金）まで
●伐採時期　

10月11日（火）～平成29年２月28日（火）
●場所　

石狩川河川敷（当麻町宇園別　栄園橋下流側）
●募集方法　事前に申し込みが必要となります。

詳しくは、旭川河川事務所ホームページ（http://
www.as.hkd.mlit.go.jp/asriver/）または、旭川河
川事務所にお問い合わせください。
●問い合わせ先　

旭川河川事務所計画課（☎48－２１３１）

石 

狩
川
の
樹
木
伐
採
希
望
者
募
集
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　前納は、一定期間分の国民年金保険料を一括して
納めることで割り引きされるお得な制度です。さら
に口座振替は安心・便利な上、保険料がお得ですの
で、ぜひご利用ください。
●平成28年度の国民年金保険料額
・定額保険料〔現金納付〕　月額16,260円
・定額保険料〔口座振替当月末引落〕
　月額16,210円（割引額50円）
・６カ月前納定額保険料（今年10月に平成28年10

月分から平成29年3月分を前納する場合）
〔現金納付〕　96,770円（割引額790円）
〔口座振替〕　96,450円（割引額1,110円）

※前納を希望される方は、お早めに旭川年金事務所
にお問い合わせください。
●問い合わせ先
　旭川年金事務所（☎27－１６１１）

国 

民
年
金
保
険
料
の
前
納

　行政相談週間(10月17 ～ 23日)を前に、行政相談
所を開設します。国などの行政についての相談や意
見、要望などを行政相談委員の菅克則さん（５東４）
がお受けします。
●日時　10月５日(水)午後１時～４時
●場所　農村環境改善センター１階第３研修室
※当日は、心配ごと相談と合同で行います。

行 

政
相
談
所

　田が黄金色に色づく季節が近づいてきました。
　当麻町収穫祭実行委員会では、この時期恒例のと
うま新米・新そばまつりを開催します。
　当日は、素材が自慢の当麻産新米のおにぎりや、
新鮮な挽きたてのそば粉を使った手打ちそばをご賞
味いただけるほか、ＪＡ当麻による新米販売、太鼓
の演奏、ダンスグループの踊り披露、各種露店の出
店など、さまざまな催しが行われます。
　なお、会場で使える手打ちそば２食の食券に加え
て、お楽しみ抽選券がついた１枚1,000円の前売り
券を下記の町内各所で取り扱っています。
　また、前売り券をお求めではない方でも、手打ち
そば１食を500円でご堪能いただけ､ さらに､ まつ
り会場内で新米10kg以上を購入された方は、前売
り券購入の方と同様にお楽しみ抽選ができます。
　ご家族そろって来場いただき、当麻ならではの天
高く馬肥ゆる秋をご体感ください。
●日時　10月２日（日）午前10時～午後３時
●会場　ＪＲ当麻駅前広場
●前売り券取扱先　役場税務住民課（戸籍窓口）、当

麻農協総務課、農林業合同事務所（当麻農協２
階）、道の駅とうま、当麻町商工会、ヘルシーシャ
トー

●問い合わせ先　農林業合同事務所（当麻農協２階）
農業振興課（☎84－２１２３）

と 

う
ま
新
米
・
新
そ
ば
ま
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り

　愛別町外３町塵芥処理組合では、富沢衛生セン
ターへの直接搬入について、次の期間のゴミ搬入時
間を延長します。
●延長期間　10月１日～ 31日の１カ月間

ただし、平日のみとし土・日・祝日は受け入れで
きません
●受入時間　午前８時30分～午後５時15分（通常

は午後４時30分まで）
●問い合わせ先　愛別町外３町塵芥処理組合　富沢

衛生センター（☎01658－6－5194）

ゴ 

ミ
搬
入
時
間
延
長

　愛別町外３町塵芥処理組合では、富沢衛生セン
ターにおいて、本年度の小動物合同慰霊祭を行いま
す。富沢衛生センター内獣魂碑前にて行いますので、
お時間の許される方のご参列をお願いします。
●対象　平成27年10月２日から平成28年10月６

日までに小動物焼却施設を利用された方
●日時　10月７日（金）午後３時から
●場所　富沢衛生センター内獣魂碑前
●問い合わせ先　愛別町外３町塵芥処理組合　富沢

衛生センター（☎01658－6－5194）

小 

動
物
合
同
慰
霊
祭

脇見による事故を防ごう

　全国的に歩行・運転中にスマートフォンなどを使用し事故に遭うケースが

増えています。重大な事故につながりかねないので、以下に注意し交通事故

を防ぎましょう！

①自転車・自動車運転中のスマートフォン（携帯電話）の使用はやめましょう。

②歩行時に画面を注視しすぎて、信号・標識などを見落とさないようにしま

しょう。

③カーナビの操作をするときは、一度車を停車させ

てから操作しましょう。

④景色・看板などに気を取られて、前方・周囲への

注意力が散漫にならないよう気を付けましょう。
D E N S U K E

HOKKAIDO TOHMA

DENSUKE SUIKA

でんすけくんの

メモ

イットク

大雪消防組合当麻消防署
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●自衛官候補生（男子）
・受験資格　日本国籍を有し、採用予定月１日現在
　18歳以上27歳未満の男子
・受付期間　年間を通じて募集
・試験日　10月23日（日）･24日（月）のいずれか１日
●防衛大学校学生一般採用試験（前期日程）
・受験資格　日本国籍を有し、高卒（見込み含む）21

歳未満の男女　
・受付期間　９月５日（月）～ 30日（金）
・試験日　一次試験11月５日（土）･ ６日（日）
●防衛医科大学校看護学科学生
（自衛官候補看護学生）
・受験資格　日本国籍を有し、高卒（見込み含む）21

歳未満の男女　

・受付期間　９月５日（月）～ 30日（金）
・試験日　一次試験10月15日（土）
●防衛医科大学校医学科学生
・受験資格　日本国籍を有し、高卒（見込み含む）21

歳未満の男女　
・受付期間　９月５日（月）～ 30日（金）
・試験日　一次試験10月29日（土）･30日（日）

※各試験の試験会場は、陸上自衛隊旭川駐屯地です
●問い合わせ先　総務課庶務係（☎84－２１１１内線

212・213・214）、自衛隊旭川地方協力本部北地
区隊（☎54－５６１７）

自 

衛
隊
募
集

　北海道では10月31日までをヒグマ注意特別期間に
設定しています。ハイキングや釣り、キノコ採りなど
のレジャーで野山へ入る機会が増える季節となりまし
たが、ヒグマとの遭遇による事故などを未然に防ぐた
め次のことに注意しましょう。
●野山に入る前に　ヒグマの出没看板がある場所は立

ち入りを避けましょう。また、犬を連れての立ち入
りはヒグマを興奮させることがあり危険です。
●熊に出会わない工夫を　単独行動は人と熊の双方で

気付くのが遅れ、危険な状況になる場合があります
ので集団での行動を心掛けましょう。また、鈴を携
行したり見通しの悪い場所では大きな声を出すな
ど、人の存在を早めに熊に知らせる工夫をしましょ

う。ほとんどの熊は、人の存在に気が付けば自ら遭
遇を避けるといわれています。
●子熊に遭遇したら　近くに母熊がいますので、絶対

に子熊を保護収容することなく、速やかにその場か
ら離れてください。
●野山での飲食は　匂いの強い食べ物は熊を引き寄せ

る場合がありますので控えましょう。また、ゴミは
必ず持ち帰りましょう。ゴミの味と匂いを覚えた熊
は、これらの魅力的な食べ物を得ようとして、危険
な行動をとる可能性があります。
●問い合わせ先　農林業合同事務所（ＪＡ当麻２階）林

業活性課林務係（☎84－２１２３）

秋 

期
ヒ
グ
マ
注
意
特
別
期
間

　町では、山間部における田畑をエゾシカ被害などか
ら対処するための電気牧柵等装置、農産物の生産性と
品質の向上・地力増進のための堆肥場設置、もみ殻を
バイオマス資源として活用し、煙を出さない環境を推
進するために導入するもみ殻貯蔵タンク設置、農作物
被害を防止するためのアライグマ捕獲用おり購入に対
し補助を行っています。平成29年度中に設置をお考
えの方は、10月14日（金）までにお問い合わせくださ
い。なお、対象は町税などを滞納していない農業者の
方で予算の範囲内で補助をします。
●電気牧柵等設置
・補助額　事業費の３分の１以内（千円未満の端数は

切り捨て）
・対象設備　電気牧柵、バラ線牧柵、発光式防除機ま

たは音響式防除機（音響式防除機は爆音機を除く）
●堆肥場設置
・補助額　3.3㎡（１坪）当たり2,000円以内
・対象基準　33㎡（10坪）以上、330㎡（100坪）以下と

し、堆肥場の４辺のうち、２辺以上に60㎝以上の
擁壁を設置。また、堆肥場内の汚水の用排水などへ
の流入防止を行う
●もみ殻貯蔵タンク設置
・補助額　事業費の４分の１以内（千円未満の端数は

切り捨て）、ただし上限額は30万円
・対象基準　１経営体につき１台の導入を補助対象と

し、送風機・ダクトなどの付帯設備設置は補助対象
としない
●アライグマ捕獲用おり購入
・補助額　アライグマ捕獲用おり購入費の２分の１以

内（千円未満の端数は切り捨て）とし、上限額は
15,000円

・補助基準　アライグマ被害に遭われている農業経営
体の方
●問い合わせ先　農林業合同事務所（ＪＡ当麻２階）
　農業振興課農政係（☎84－２１２３）

農 

業
経
営
に
伴
う
補
助
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  町では、地域農業の後継者の確保を図るとともに、
将来の農村コミュニティを支える新しい担い手の育成
に資することを目的に、研修活動と住環境整備を支援
する｢当麻町アグリサポート事業｣を行っています。本
事業は就農前の研修を支援するもので、各事業メ
ニューごとに、その他各種要件などがありますので、
詳細についてはお問い合わせください。
●進学補助　将来、経営移譲などにより農業経営を行

うために、大学､ 短大などの農業に関する学科（農
業大学校含む）に進学し就学するために必要な経費
の一部を助成。【補助内容】年額24万円を限度。最
大適用期間は４年間
●家賃補助　農家でない世帯の方が行う１年間以上の

農業研修活動に伴う負担を軽減するため、家賃の一
部を助成。【補助内容】家賃の２分の１以内。月額
２万円を限度。最大適用期間は２年間

●研修受入補助　農家でない世帯の方を受け入れて行
われる農業研修活動に伴う負担を軽減するため、研
修受入経費の一部を助成。【補助内容】１年間以上に
わたる長期受入の場合、月額３万円を限度として最
大適用期間は２年間。４週間以内の短期受入の場
合、１日当たり1,000円を基本として、それに宿泊
が伴う場合は2,000円を上乗せ
●体験受入補助　農業に係る体験・調査活動などを行

う方を受け入れて行われる農業体験活動に伴う負
担を軽減するため、体験受入経費の一部を助成【補
助内容】４週間以内の短期受入に限り、１日当たり
1,000円を基本として、それに宿泊が伴う場合は
2,000円を上乗せ
●問い合わせ先　農林業合同事務所（ＪＡ当麻２階）農

業振興課農政係（☎84－２１２３）

農 

業
後
継
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　旭川刑務所では、矯正行政への理解を深めてもら
うため矯正展を開催します。当日は、ダンスやよさ
こい、太鼓演奏などの催し物も行われます。
●日時　10月16日（日）午前９時～午後３時
●場所　旭川刑務所
　　　　（旭川市東鷹栖３線20号620番地）
●内容　刑務所内の見学、受刑者の生活に関するパ

ネル展、刑務所作業製品の展示販売など
●問い合わせ先　旭川刑務所（☎57－２６３７）

旭 

川
矯
正
展

　当麻町畜犬取締及び野犬掃とう条例に基づく野犬
掃とうを10月１日から平成29年３月31日まで行い
ます。野犬掃とうは、野良犬や浮浪犬による人など
への被害を防ぐために実施するものです。期間中、
町民のみなさんが飼われている犬が捕獲されないよ
うにつないでおいてください。ご理解とご協力をお
願いします。
●問い合わせ先　税務住民課環境生活係
　（☎84―２１１１内線116）

野 

犬
掃
と
う

【ケアマネジャーとは】
　ケアマネジャーは正式には｢介護支援専門員｣ とい
い、要介護（要支援）認定者の希望や心身の状態にあっ
たサービスを利用できるように導いてくれる専門家で
す。主に次のような役割を担っています。
・利用者や家族の相談に応じたアドバイス
・ケアプラン（サービス利用計画書）の作成
・サービス事業者との連絡や調整
【地域包括支援センター】
　要支援１・２の方は、介護予防サービスの利用がで
きます。地域包括支援センターが担当します。
・当麻町地域包括支援センター（役場健康福祉課介護

支援係内　☎84－２１１１内線146・147・148）
【居宅介護支援事業所】
　要介護１～５の方は、介護サービスの利用ができま
す。居宅介護支援事業所が担当します。町内には５つ
の事業所があります。
・当麻町ケアプラン相談センター（農村環境改善セン

ター内当麻町社会福祉協議会　☎84－５７１１）
・当麻地域ケアプラン相談センター（当麻地域訪問看

護ステーション　町６条西４丁目☎58－８１２６）
・当麻柏陽園居宅介護支援事業所（特別養護老人ホー

ム当麻柏陽園　町６条東４丁目☎84－５０５０）
・居宅介護支援事業所福寿草（介護老人保健施設愛泉

苑　町３条東２丁目☎84－５５７０）
・居宅介護支援事業所菜の花（アットホーム菜の花中

央　町中央２区☎84－３０６６）
　サービスを利用する場合は、利用者が希望する事業
所へ連絡します。事業所のケアマネジャーが居宅を訪
問して、利用者や家族と相談しながらケアプランを作
成します。その後ケアプランに沿ってサービス利用が
開始されます。ケアプランの作成に掛かる費用は、全
額介護保険から給付されますので、利用者負担はあり
ません（サービス利用にかかる費用負担はあります）。
　地域包括支援センターでは、介護や健康、生活など
に関するさまざまな相談に応じています。センターに
来ていただかなくても、職員が居宅を訪問して相談に
応じることもできますので、お気軽にお問い合わせく
ださい。　

介 

護
支
援
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　平成28年度の各種健（検）診は、７月に各地区の健康推進員をとおして申込書を回収したところです。申し込み
を忘れた場合でも随時受け付けていますのでご連絡ください。
　なお、健（検）診対象をご確認のうえお申し込みください。
●料金・対象者

内　　　容 料　金 対　象　者
国保特定健診（※１） 500円 当麻町国民健康保険に加入されている40 ～ 74歳まで

の方

健康診査（※１） 500円 30 ～ 39歳までの方、後期高齢者医療保険に加入され
ている方

胃がん検診（バリウム検査） 1,000円 30歳以上の方

肺がん検診（エックス線）
　　　　　（喀痰検査　＊該当者のみ）

500円
1,000円

大腸がん検診（便潜血反応検査　検便２日分） 1,000円

前立腺がん検診（ＰＳＡ検査） 1,000円 50歳以上の男性

子宮がん検診（頚部の検査、超音波検査）
　　　　　　（体部の検査　＊該当者のみ）

2,000円
1,000円

20歳以上の女性
ただし、平成27年度 町の検診未受診の方

乳がん検診（視触診、乳房エックス線検査） 2,000円 40歳以上の女性
ただし、平成27年度 町の検診未受診の方

骨粗しょう症検診（腕の骨によるエックス線検査） 500円 20歳以上の女性

（※1）の健診内容　問診、身体計測、腹囲測定（30 ～ 74歳）、診察、血圧測定、血液検査（脂質代謝、肝機能、糖
代謝、腎機能）、尿検査　※貧血、心電図、眼底検査は該当者のみ実施　※歯科相談（30 ～ 59歳の方、60歳以上の
希望者）　※エキノコックス症検査（※1）を申し込まれた方のうち希望者に実施

●健康診査、特定健診、胃・肺・大腸がん検診、前立腺がん検診（実施日に○印をつけています）

月　日
会　場

＊受付時間指定
対象地区 健康診査

特定健診

がん検診
胃 肺 大

腸

前
立
腺

10月23日（日） 農村環境改善センター
＊午前６時～

全町 ○ ○ ○

10月24日（月） 農村環境改善センター
＊午前６時30分～

中央２・５区、市街１・５区 ○ ○ ○ ○ ○
10月25日（火） 中央１・４・７区、市街８・９区 ○ ○ ○ ○ ○
10月26日（水） 中央３区、宇園別地区、市街２・４区 ○ ○ ○ ○ ○
10月27日（木） 保健福祉センター

＊午前６時30分～
中央６区、北星、開明、東地区、市街６区 ○ ○ ○ ○ ○

10月28日（金） 伊香牛地区、緑郷地区、市街３区 ○ ○ ○ ○ ○

●子宮、乳がん検診、骨粗しょう症検診
月　日 会　場 対象地区

９月23日（金） 旭川がん検診センター（旭川市末広東２条６丁目）
無料送迎バスあります。（集合時間・場所は申し
込まれた方にご案内します）

中央２区、市街４・９区
10月18日（火） 市街１・５区
11月９日（水） 宇園別地区、伊香牛地区
12月５日（月） 東、開明、緑郷地区、市街３区
平成29年
１月19日（木）

中央５・７区、北星地区、市街６・８区

２月14日（火） 中央１・３・４・６区、市街２区

※集団健診の日程は地区ごとに指定していますが、指定日に都合がつかない場合、日程を変更することができます。
　お問い合わせください。
●問い合わせ先　健康福祉課健康推進係（☎84－２１１１内線 141・142）
　特定健診に関する問い合わせは健康福祉課保険医療係（☎84－２１１１内線132）
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農 

地
の
管
理

●今からお考えください！
・荒れた農地を放置している方
・農地を十分管理されていない方
　将来、固定資産税が1.8倍に増額されることがあり
ます。今から農地中間管理機構への貸し付けなどの
方策を検討してはいかがでしょう。
　固定資産税の例　１万円→1.8万円
　※１ヘクタールの農地を所有している場合の全
　　国平均額であり、実際の額は個々の農地によ
　　って異なります
　農業委員会では農地法の運用に基づき、農業委員
全員で｢農地パトロール｣ を毎年10月に実施してい
ます。調査の結果、遊休農地化、荒廃化の恐れがあ
る農地の所有者に対しては利用意向を確認するため
｢利用意向調査｣を実施します。
【実施時期】
・10月１日～ 31日　農地パトロール(農業委員全員

による水田、転作地を除く農地確認実施)
・11月31日まで　農業委員会から遊休農地、荒廃

農地の利用意向調査票を送付(翌年の耕作意向を
文書で回答)

・平成29年８月頃　意向どおり農地として利用さ
れているか農業委員会が確認

・平成29年11月頃　意向どおりに実施されていな
い場合は、農業委員会から農地中間管理機構との

協議の勧告が行われます。平成30年１月１日現
在で、勧告を受けている農地については平成30
年度以降の固定資産税が1.8倍になります。

※農地中間管理機構への貸し付けの意向が示されれ
ば勧告はされません

●農地でお困りの方へ！
・農業を続けられない
・所有している農地を縮小したい
・農地が荒れてしまっている
・相続した農地の管理ができない
　所有する全農地(10アール未満の自作地は残せま
す)を、平成28年度以降新たに農地中間管理機構に
10年以上の期間で貸し付けたときは、次の期間、
固定資産税が２分の１に軽減されます。
①15年未満の期間で貸し付けたときは３年間
②15年以上の期間で貸し付けたときは５年間
　固定資産税の例　１万円→５千円(半額)

※１ヘクタールの農地を所有している場合の全
国平均額であり、実際の額は個々の農地によ
って異なります

※農地中間管理機構への貸し付けに関する詳細は広
報紙｢我が郷土｣８月号17ページをご覧ください
●問い合わせ先　農林業合同事務所(ＪＡ当麻２階)

当麻町農業委員会事務局(☎84－２１２３)

げ
ん
き 

の 
素

ピロリ菌とは　ピロリ菌は胃粘膜の表面にすみつく細菌で、小児期に主に口から感染すると考えられています。

衛生状態の改善により、若い世代では感染している人の割合が年々減少していますが、50歳代以上の年代では

70～ 80％以上の方が感染しているといわれています。

ピロリ菌と病気の関係　ピロリ菌は胃潰瘍や十二指腸潰瘍、

胃がんなどの病気と関連があることがわかっています。

　ピロリ菌は胃粘膜細胞にダメージを与えるため、感染した

ほとんどの人が「胃炎」を引き起こします。慢性的な炎症が続

き、胃の粘膜を防御する力が弱まると、ストレスや発がん物

質などの攻撃を受けやすくなるのです。

　ピロリ菌に感染しても必ずがんなどの病気になるわけでは

なく、ピロリ菌の毒性の強さや体質、また多量の塩分摂取や

野菜不足、喫煙などが関与しているといわれています。

ピロリ菌検査と治療　ピロリ菌に感染しているかどうかを調べるためには内視鏡検査のほか、内視鏡を使わな

い検査の方法（血液や便、尿の検査など）もあります。感染している場合、薬による除菌治療もあります。しか

し、除菌後でも胃がんが発見されることがありますので、定期的ながん検診も大切となります。

―
ピ
ロ
リ
菌
と
胃
の
健
康
―

161 胃もたれ

胸やけ
吐き気

空腹時の痛み

食欲不振

食後の腹痛
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山崎　豊子（1924 ～ 2013）

アンマーとぼくら	 有川浩
あしたの君へ	 柚月裕子
歌姫メイの秘密	 伊藤たかみ
美しい距離	 山崎ナオコーラ
おおあたり	 畠中恵
大沼ワルツ	 谷村志穂
怪談のテープ起こし	 三津田信三
風を繍う	 あさのあつこ
九十歳。何がめでたい	 佐藤愛子
強父論	 阿川佐和子
去就	 今野敏
恋するハンバーグ	 山口恵以子
コンビニ人間	 村田沙耶香
治部の礎	 吉川永青
スタフ	 道尾秀介
頭痛女子バイブル	 五十嵐久佳
玉依姫	 阿部智里
知識ゼロからのユーロ入門	 小島健
津軽双花	 葉室麟
天皇陵謎解き完全ガイド	 中山良昭
東京會舘とわたし 上・下	 辻村深月
図書館ホスピタル	 三萩せんや
ときめく貝殻図鑑	 寺本沙也加
ドッグファイト	 楡周平
撫物語	 西尾維新
ねこのとけい	 岩合光昭
深泥丘奇談 続々	 綾辻行人
落陽	 朝井まかて
ラヴィアンローズ	 村山由佳
私が失敗した理由は	 真梨幸子

　今月は映画化やドラマ化された原作本を紹介します。
　映画では、「64」（横山秀夫）、「植物図鑑」（有川浩）、「怒り」（吉田修一）、
「残穢」（小野不由美）、「ピンクとグレー」（加藤シゲアキ）、「後妻業の女」（黒
川博行）など話題作が多く、さらには東野圭吾、伊坂幸太郎、湊かなえな
ど著書が多数映画化されている作家も数多くいます。
　ドラマでも「精霊の守り人」（上橋菜穂子）、「鴨川食堂」（柏井壽）、「怪盗
探偵山猫」（神永学）、「ナオミとカナコ」（奥田英朗）、「朝が来る」（辻村深月）、
「下町ロケット」（池井戸潤）などが話題になりました。
　原作を読んで映像とは違った楽しみを見つけてみるのもお勧めです。

当麻町立図書館（☎84－２５６６）
ホームページ　http://lib.net-bibai.co.jp/tohma/

●休 館 日　毎週月曜日／年末年始／祝祭日（11／３を除く）
　　　　　　特別整理期間
●開館時間　９時30分～ 17時15分（木曜日は11時～ 19時）

　大阪府で誕生した山崎豊子は、毎日新聞社に入社し、当時の上司・井上
靖のもとで記者の訓練を積み、やがて勤務の傍ら小説も書き始め、1957
年(昭和32年)に作家デビューしました。
　当初は大阪を舞台にした作品を多く手掛け、直木賞を受賞しました。幾
度も映画化・テレビドラマ化される「白い巨塔」、「華麗なる一族」も大阪を
主な舞台とし、鋭い社会性で高い人気を得ました。その後は、さらに作品
世界を広げ、一度は「大地の子」で引退を考えましたが、芸術家には引退は
ないとの知人の言葉を受け、未完となった「約束の海」まで生涯作家であり
続けました。
その他在館図書：「不毛地帯」、「二つの祖国」、「沈まぬ太陽」、「運命の人」

たくさんあります！映画化・ドラマ化された小説

　15歳で亡くなっ
た兄との思い出。絵
美子と母を気遣う、
大勢の叔父や叔母た
ち。さらなる人々と
の出会い。大家族の
物語はこの国の未来
を照射する。逝去直
前まで推

すい

敲
こう

を重ねた
津島文学の到達点。

狩りの時代
津島佑子

　IWGPこと「池
袋ウエストゲー
トパーク」シリー
ズも今作で12
巻目。過酷な
労働で若者を

食い潰すブラック企業の闇に
池袋のトラブルシューター・
マコトとＧボーイズのキング・
タカシの怒りが爆発する。

　病気の原
因、治療・手
術、予防・介
護など、約
1600の最新
の医学情報

を収録したオールカラー
の医学事典・最新第３版。
お年寄りから乳児まで、家
族みんなで使える１冊です。

家庭の医学
川名正敏

西一番街ブラックバイト
石田衣良

ピックアップ！今月の３冊

新 　刊 　書

新刊児童図書

暗号学	 稲葉茂勝
おばけマンション	 鈴木翼
おばけのコッチわくわくとこやさん	 角野栄子
おぼえておこうせいかつのマナー 谷田貝公昭
こうさぎクーとおにんぎょう みやにしたつや
しげちゃんとじりつさん	 室井滋
ちかてつのふしぎ	 渡辺朝枝
どうなっているの？だんめん図鑑	 断面マン
百年後、ぼくらはここにいないけど	 長江優子
もしも地球がひとつのリンゴだったら	 スミス
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※来園の際は、スポーツセンターまたはテニスコート横の駐車場

をご利用ください

よちよち教室（１歳児対象）　午前９時30分～ 11時30分

開　催　日 内　　　　容

10月14日(金)
絵の具あそび
(汚れても良い服装でお越しください)

ましゅまろ教室（０歳児対象）　午前10時～ 11時30分

開　催　日 ９月16日(金)10月７日(金)

●子育て相談　午前９時～午後５時

開所日であればいつでも相談に応じます。

・来所相談(事前に電話をお願いします)

・電話相談(☎84－５４４０へお電話ください)

●絵本・ＤＶＤの貸し出し　午前９時～午後５時

開館日であればいつでも利用可能。

貸し出し期間は２週間までです。

絵本～１回５冊まで　　ＤＶＤ～１回２枚まで

開　催　日 内　　　　容

９月14日(水) リトミック

９月21日(水)
晴天時／しゃぼん玉
荒天時／色付きしゃぼん玉
（汚れても良い服装でお越しください）

10月５日(水) ミニ運動会

10月12日(水)
晴天時／公園あそび（紙皿ひこうき）
荒天時／片栗粉ねんど
（汚れても良い服装でお越しください）

わくわく教室　午前９時30分～ 11時30分

子育て総合センター内

☎ 84 ー５４４０

㉘
障
が
い
者
差
別
解
消
支
援
地
域
協
議
会
に

つ
い
て

　

障
害
者
差
別
解
消
法(

障
害
を
理
由
と
す

る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
法
律)

が

４
月
１
日
か
ら
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さ
れ
た
こ
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は
４
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号
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き
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知
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し
ま
し
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こ
の
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律
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障
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る
人
も
な

い
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る
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●
上
川
中
部
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
８
４
―
７
１
１
１
）

●
虐
待
防
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セ
ン
タ
ー
専
用
電
話

　
（
☎
８
４
―
７
２
２
２　

24
時
間
対
応
）

あそびの広場(プレイルームの開放)　午前10時～11時30分

開　催　日 ９月12日(月)９月26日(月)10月17日(月)

開　催　日 内　　　　容

９月28日(水)
９時20分～

　　 12時　

乗馬体験
行き先　旭川乗馬倶楽部
集　合　子育て支援センター
持ち物　帽子、タオル、着替え、飲み物、
　　　　上着、汚れても良い靴(または長靴)
参加費　乗馬代として親子で１周800円
　　　　(参加費を添えて申し込みください)
締　切　９月21日(水)

10月３日(月)
10時～

11時30分　

子育て講演会
場　所　子育て支援センター
演　題　「子どもの心の発達と親の関わり」
講　師　臨床発達心理士 中山美知子 氏
託　児　あり
締　切　９月28日(水)

10月18日(火)
10時30分～

11時30分　

幼稚園見学(交流会)
集合場所　当麻幼稚園
集合時間　10時20分
締　　切　10月７日(金)

特別行事

●上川中部北４町障がい者差別解消支援地域協議会委員名簿
区　分 所　属

各町協議会 当麻町自立支援協議会、比布町障がい者自
立支援協議会、愛別町だれもが暮らしやす
い地域づくり協議会、上川町障害者等支援
会議

地域住民 当事者、公募委員
各町社会福祉
協議会

当麻町社会福祉協議会、比布町社会福祉協
議会、愛別町社会福祉協議会、上川町社会
福祉協議会

各町民生委員
児童委員協議会

当麻町民生委員児童委員協議会、比布町民
生委員児童委員協議会、愛別町民生委員児
童委員協議会、上川町民生委員児童委員協
議会

福祉業務等
従事者

かみかわ相談支援センターねっと、北海道
障害者職業センター旭川支所

道行政機関 旭川中央警察署生活安全課、旭川東警察署
生活安全課、上川保健所健康推進課

●事務局
町行政機関 当麻町健康福祉課、比布町保健福祉課

愛別町保健福祉課、上川町保健福祉課
福祉業務等
従事者

上川中部基幹相談支援センター
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日 月 火 水 木 金 土
15 12 13 14 15 16 17

・広報「我が郷土」発行日・リハビリ器具開放日
 　保セ９:30 ～ 11:30

・医科診療所午後休診
・ふれあいサロン開

設日
・５歳児健診
　保セ13:00 ～

・声かけあいさつ運
動の日

・道民交通安全日
・当麻町敬老会
・リハビリ器具開放日
 　保セ９:30 ～ 11:30

・少年ふるさと教室

18 19 20 21 22 23 24
・道民家庭の日 ・移動図書館車「い

ちい号」巡回
　宇小12:50 ～ 13:05
・リハビリ器具開放日
 　保セ９:30 ～ 11:30

・医科診療所午後休診
・高齢者学級開校日
・移動図書館車「い

ちい号」巡回
　当小12:50 ～ 13:20
　柏・町13:30 ～ 13:45

・当麻小学校開校記
念日

・当麻町交通安全日
・子宮・乳がん検診

《対象地区＝中央2、
市街4、9区》

25 26 27 28 29 30 1
・心配ごと相談
・上・下水道使用料

納入期限

・リハビリ器具開放日
 　保セ９:30 ～ 11:30

・医科診療所午後休診
・ふれあいサロン開

設日

・リハビリ器具開放日
 　保セ９:30 ～ 11:30

・町税第2期納期限
・国民健康保険税第

3期納期限
・後期高齢者医療保

険料第3記納期限
・介護保険料（普通

徴収）第3期納期限
・公営住宅等使用料

納入期限

・赤い羽根共同募金運
動（12月31日まで）

・全国交通安全日

2 3 4 5 6 7 8
・声かけあいさつ運

動の日
・リハビリ器具開放日
 　保セ９:30 ～ 11:30

・医科診療所午後休診
・心配ごと相談
・乳児健診
　保セ13:00 ～
・1歳6カ月児健診
　保セ14:00 ～
・移動図書館車「い

ちい号」巡回
　当小12:50 ～ 13:20
　柏・町13:30 ～ 13:45

・リハビリ器具開放日
 　保セ９:30 ～ 11:30
・移動図書館車「い

ちい号」巡回
　宇小12:50 ～ 13:05

9 10 11 12 13 14 15
・体育の日くるみな

の散歩道ウォーキ
ング会

・広報「我が郷土」発行日
・リハビリ器具開放日
 　保セ９:30 ～ 11:30

・医科診療所午後休診
・ふれあいサロン開

設日

・リハビリ器具開放日
 　保セ９:30 ～ 11:30

・国民年金・厚生年
金支払日

・秋の全道火災予防
運動（31日まで）

・道民交通安全日

16 17 18 19 20 21 22
・道民家庭の日
・宇園別地区学習文

化発表会

・声かけあいさつ運
動の日

・子宮・乳がん検診
《対象地区＝市街1、

5区》
・リハビリ器具開放日
 　保セ９:30 ～ 11:30

・医科診療所午後休診
・高齢者学級開校日
・移動図書館車「い

ちい号」巡回
　当小12:50 ～ 13:20
　柏・町13:30 ～ 13:45

・リハビリ器具開放日
 　保セ９:30 ～ 11:30
・移動図書館車「い

ちい号」巡回
　宇小12:50 ～ 13:05

柏・町 柏陽園・町営住宅横保セ 保健福祉センター 宇小 宇園別小学校当小 当麻小学校
医科診療所受付時間
【午前】８：30～11：30　【午後】１：00～６：30（火・金曜日は４：30まで、水曜日は午後休診）※土、日、祝祭日は休診

Diary
マイタウン９

12
10
22

今年のオータムジャンボ宝くじは、１等・前後賞合わせて５億円！
１等　３億円×14本        前後賞各　１億円×28本

※当せん本数は発売総額420億円・14ユニットの場合

・発売期間　９月26日～ 10月14日　　・抽せん日　10月21日　・支払い開始日　10月26日

また、昨年のオータムジャンボ宝くじ（第685回全国自治宝くじ）の時効（10月27日）が迫っていますのでお忘れなく！

宝くじの収益金は市町村の明るいまちづくりや環境対策、高齢化対策など地域住民の福祉向上のために使われます



　

｢

被
災
し
た
子
ど
も
た
ち
を
思
い
切
り
外

で
遊
ば
せ
て
あ
げ
た
い｣

「
被
災
の
記
憶
を
風

化
さ
せ
な
い
」と
、
平
成
23
年
か
ら
４
年
間
、

夏
休
み
に
当
麻
町
へ
福
島
県
の
親
子
を
受
け

入
れ
た
保
養
ツ
ア
ー
が
き
っ
か
け
と
な
り
、

こ
の
交
流
事
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
町

内
の
合
唱
団
体｢

コ
ー
ル
デ
イ
ジ
ー｣

が
行
っ

た「
石
巻
市
に
ピ
ア
ノ
を
贈
ろ
う
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
や
、
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で

「
石
巻
市
に
本
を
贈
ろ
う
」
と
募
金
を
募
り
、

寄
贈
し
た
こ
と
も
つ
な
が
り
と
な
っ
て
い
ま

す
。
昨
年
は
８
月
21
～
23
日
の
３
日
間
の
日

程
で
、
湊
小
学
校
の
児
童
10
人
を
当
麻
町
に

招
き
、
町
内
の
小
学
生
と
の
交
流
事
業
を
行

い
ま
し
た
。
当
麻
で
見
せ
て
く
れ
た
湊
小
学

校
児
童
の
笑
顔
の
奧
に
は
、
辛
く
恐
ろ
し
い

記
憶
を
乗
り
越
え
た
強
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

し
か
し
、
子
ど
も
た
ち
が
住
む
石
巻
市
は
５

年
以
上
経
っ
た
今
で
も
、
当
時
の
傷
跡
が
深

く
残
っ
て
お
り
、
完
全
な
復
興
の
め
ど
は

立
っ
て
い
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
被
災
か
ら
時
間

が
経
つ
に
つ
れ
、
メ
デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
ら

れ
る
回
数
も
減
少
し
、
我
々
が
被
災
地
の

〝
今
〟を
知
る
機
会
は
震
災
当
時
ほ
ど
多
く
あ

り
ま
せ
ん
。
２
年
目
と
な
る
今
年
の
交
流
事

業
で
は
当
麻
町
内
の
小
学
生
９
人
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
会
５
人
、
小
学
校
教
諭
３
人
、
町

教
育
委
員
会
職
員
２
人
が
８
月
２
～
４
日
、

石
巻
市
を
訪
れ
ま
し
た
。
交
流
事
業
で
は
主

に
、
災
害
当
時
の
状
況
や
復
興
に
向
け
た
取

り
組
み
の
学
習
、
昨
年
に
引
き
続
く
湊
小
学

校
と
の
交
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
を
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会 

梁
川

則
子
さ
ん
と
教
育
委
員
会
職
員
の
レ
ポ
ー
ト

を
基
に
被
災
地
の
現
状
を
皆
さ
ん
に
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

“
あ
の
日
”
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い

平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災

被
災
地
に
大
き
な
爪
痕
を
残
し
、

メ
デ
ィ
ア
を
通
し
て
伝
え
ら
れ
た
当
時
の
惨
状
は

今
も
我
々
の
脳
裏
に
焼
き
付
い
て
い
ま
す

被
災
地
と
な
っ
た
宮
城
県
石
巻
市
に
あ
る
湊
小
学
校
と

当
麻
町
内
の
子
ど
も
た
ち
が
交
流
を
行
う
こ
と
で
、

“
あ
の
日
”
を
忘
れ
ず
、
語
り
継
ぐ
こ
と
、

そ
し
て
こ
れ
か
ら
の
未
来
を
描
く
こ
と
を
目
的
に

昨
年
よ
り
実
施
し
て
い
る
の
が

｢

宮
城
県
石
巻
市
立
湊
小
学
校
子
ど
も
交
流
事
業｣

で
す

石巻市日和山からの町並み

特集

石巻子ども交流事業
８／２～８／４



８
月
２
日　

湊
第
二
小
学
校
校
舎

「
語
り
部
と
歩
く
３
．
11
プ
ロ
グ
ラ
ム
」　

（
公
財
）
み
ら
い
サ
ポ
ー
ト
石
巻

佐
藤
茂
久
さ
ん
の
お
話

―
平
成
23
年
３
月
11
日
午
後
２
時
46
分
、
地

震
発
生
直
後
の
激
し
い
揺
れ
の
中
、
私
は
校

舎
内
放
送
の
マ
イ
ク
に
向
か
っ
て
子
ど
も
た

ち
に
叫
ん
で
い
ま
し
た
。｢

机
の
下
に
入
り

な
さ
い
！｣｢

大
丈
夫
！｣｢
も
う
少
し
だ
よ
！｣

ど
ん
ど
ん
揺
れ
は
激
し
く
な
り
、
放
送
機
器

の
電
源
も
切
れ
ま
し
た
が
、
な
お
も
大
き
な

声
で
叫
び
続
け
て
い
ま
し
た
。
目
の
前
で
教

室
も
職
員
室
も
倒
壊
し
て
い
く
中
、
泣
き
叫

ぶ
子
ど
も
た
ち
は
い
な
く
、
整
然
と
指
示
に

従
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
い
っ
た
ん
、
校
庭
に

集
合
し
ま
し
た
が
地
割
れ
が
激
し
く
歩
け
な

い
状
況
で
し
た
。
そ
の
た
め
校
舎
の
２
階
３

階
に
避
難
。

そ
し
て
、
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
、
大
津
波
警
報

の
放
送
が
…
。
午
後
３
時
50
分
津
波
襲
来
。

子
ど
も
た
ち
は
恐
怖
で
泣
き
た
い
く
ら
い

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
じ
っ
と
耐
え
て
い

ま
し
た
。
地
域
の
人
た
ち
も
学
校
に
避
難
し

た
た
め
約
７
０
０
人
が
校
舎
に
入
り
、
校
舎

が
軋き

し

ん
だ
感
じ
が
し
ま
し
た
。
海
が
動
く
音

が
し
、
川
を
上
っ
て
津
波
が
校
舎
に
入
り
込

み
ま
し
た
。
津
波
の
速
さ
は
ジ
ェ
ッ
ト
機
の

よ
う
で
し
た
。

〈
震
災
後
１
日
目
の
晩
〉

そ
の
日
は
小
学
校
で
一
夜
を
過
ご
し
ま
し

た
。
し
か
し
小
学
校
に
は
備
蓄
が
あ
り
ま
せ

ん
。
紙
コ
ッ
プ
に
１
㎝
の
水
、
か
っ
ぱ
え
び

せ
ん
２
本
ず
つ
を
提
供
し
ま
し
た
。
水
は
子

ど
も
と
薬
を
飲
む
人
に
分
け
ら
れ
ま
し
た
。

明
日
の
水
は
あ
り
ま
せ
ん
…

〈
震
災
後
２
日
目
〉

隣
の
中
学
校
か
ら
ベ
ラ
ン
ダ
越
し
に
ビ
ス

ケ
ッ
ト
２
缶
を
も
ら
い
２
枚
ず
つ
配
り
ま
し

た
。
具
合
が
悪
い
と
訴
え
る
子
ど
も
、
ま
た

病
気
の
人
も
お
り
、
屋
上
か
ら
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
に
救
助
を
求
め
ま
し
た
。
し
か
し
、
よ

う
や
く
降
り
て
き
た
ヘ
リ
は
小
さ
く
、
人
が

乗
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
後
４
人
が
搭
乗
可
能
な
ヘ
リ
が
到
着
し

ま
し
た
が
、
乗
る
順
番
を
つ
け
る
の
に
難
航

し
ま
し
た
。

〈
震
災
後
３
日
目
〉

よ
う
や
く
、
お
に
ぎ
り
、
た
く
あ
ん
の
缶
詰
、

毛
布
が
届
き
ま
し
た
―

　

震
災
時
、
佐
藤
さ
ん
は
湊
第
二
小
学
校
の

教
頭
で
し
た
。
校
舎
が
倒
壊
し
た
こ
と
と
、

地
域
全
体
の
壊
滅
的
な
被
害
に
よ
り
半
数
以

上
の
子
ど
も
た
ち
が
転
出
し
た
こ
と
で
、
平

成
25
年
度
末
に
閉
校
し
ま
し
た
。
校
舎
は
損

傷
が
大
き
く
現
在
、
解
体
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

８
月
２
日　

女
川
町

　

東
日
本
大
震
災
で
最
も
死
亡
率
の
高
か
っ

た
町（
死
亡
率
＝（
死
者
数
＋
不
明
者
数
）
／

（
死
者
数
＋
不
明
者
数
＋
避
難
者
数
）
×

１
０
０
）。
世
界
的
に
も
例
の
な
い
被
害
を

受
け
ま
し
た
。
震
災
遺
構
と
な
っ
た
旧
女
川

交
番
は
津
波
に
よ
り
転
倒
し
た
ま
ま
の
状
態

で
保
存
さ
れ
て
お
り
、
震
災
の
す
さ
ま
じ
さ

を
私
た
ち
に
訴
え
て
い
ま
し
た
。

　

現
在
、
町
全
体
を
再
デ
ザ
イ
ン
す
る
復
興

事
業
を
進
め
て
い
る
女
川
町
は
、“
海
と
と

も
に
生
き
る
町
”
を
具
現
化
す
る
た
め
、
海

が
見
え
る
よ
う
に
堤
防
は
作
ら
ず
、
街
全
体

を
盛
り
土
で
か
さ
上
げ
し
、
高
い
場
所
か
ら

海
を
見
下
ろ
す
と
い
う
全
く
新
し
い
町
の
再

生
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

解体が進められる湊第二小学校（写真右）

震災前の女川交番（写真左上）と現在の女川交番の姿（写真左下）
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子
ど
も
た
ち
が
交
流
会
を
楽
し
ん
で
い
る

同
時
間
帯
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
の
メ
ン

バ
ー
は
養
護
教
諭 

阿
部
咲
子
さ
ん
か
ら
、

阿
部
さ
ん
自
ら
が
制
作
し
た
映
像
を
交
え
た

被
災
実
体
験
談
を
聞
き
ま
し
た
。

―
午
後
２
時
45
分
、
大
掃
除
中
で
体
育
館
の

ワ
ッ
ク
ス
掛
け
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
大
き

な
揺
れ
を
感
じ
、
校
庭
に
避
難
し
ま
し
た
。

し
か
し
大
津
波
警
報
が
発
令
さ
れ
た
た
め
、

校
舎
の
３
階
以
上
に
避
難
す
る
こ
と
を
指
示

し
ま
し
た
。

午
後
３
時
50
分
、
北
上
川
が
逆
流
し
津
波
が

襲
来
。
あ
の
大
き
な
北
上
川
が
押
し
寄
せ
て

き
た
感
じ
で
し
た
。
１
階
は
天
井
ま
で
浸

水
。
校
長
を
中
心
に
避
難
対
策
本
部
を
作

り
、
避
難
し
た
人
は
地
域
ご
と
に
部
屋
割
り

を
し
ま
し
た
。

〈
震
災
後
１
日
目
〉

家
庭
科
室
に
あ
っ
た
サ
ラ
ダ
油
で
行
燈
を
作

り
、
教
室
に
あ
っ
た
カ
ー
テ
ン
、
ジ
ャ
ー
ジ

な
ど
で
体
を
温
め
ま
し
た
。

〈
震
災
後
２
日
目
〉

避
難
し
て
き
た
１
２
０
０
人
に
、
食
料
を
調

達
す
る
す
べ
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

〈
震
災
後
３
日
目
〉

食
料
が
な
く
孤
立
状
態
が
続
き
ま
し
た
。
瓦が

礫れ
き

の
中
、
救
助
の
申
し
込
み
の
た
め
職
員
が

市
役
所
へ
出
か
け
ま
し
た
。

〈
震
災
後
４
日
目
〉

自
衛
隊
に
よ
り
救
援
が
来
て
、
本
格
的
な
救

助
が
始
ま
り
ま
し
た
。
近
く
の
工
場
よ
り
笹

か
ま
ぼ
こ
が
届
き
１
枚
ず
つ
食
べ
ま
し
た
―

　

湊
小
学
校
の
校
庭
に
は
碑

い
し
ぶ
みが
建
て
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

８
月
３
日　

湊
小
学
校
と
の
交
流

　

迎
え
て
く
れ
た
の
は
５
、６
年
生
の
代
表

26
人
。
夏
休
み
中
で
あ
っ
た
こ
と
と
、
震
災

の
影
響
で
住
居
が
広
域
に
散
っ
て
い
る
た
め

全
校
生
徒
と
の
交
流
に
は
な
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
そ
れ
ぞ
れ
が
自
己
紹
介
を
し

た
後
、当
麻
町
の
子
ど
も
が｢
復
興
が
ん
ば
っ

て
！
」
と
い
う
気
持
ち
を
込
め
て
よ
さ
こ
い

〝
か
み
ど
ん
〟を
披
露
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

ゲ
ー
ム
交
流
や
勾
玉
作
り
体
験
を
行
い
、
事

前
に
郵
送
し
て
い
た
で
ん
す
け
ス
イ
カ
を
全

員
で
食
べ
ま
し
た
。
食
べ
る
の
が
初
め
て
と

い
う
湊
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
は
、「
甘
く

て
美
味
し
い
！
」
と
笑
顔
で
頬
張
っ
て
い
ま

し
た
。

　

そ
の
下
に
は
震
災
で
命
を
落
と
し
た
児
童

１
人
と
保
護
者
６
人
の
名
前
が
刻
ま
れ
て
い

ま
し
た
。

　

犠
牲
と
な
っ
た
児
童
は
一
足
先
に
下
校
し

て
い
ま
し
た
。
地
震
後
、
父
母
と
と
も
に
３

年
生
の
弟
を
迎
え
に
学
校
に
来
ま
し
た
が
、

学
校
で
の
待
機
の
ほ
う
が
安
全
で
あ
る
と
い

う
判
断
か
ら
弟
は
学
校
に
残
り
ま
し
た
。
迎

え
に
き
た
親
子
に
も
校
舎
に
そ
の
ま
ま
避
難

す
る
こ
と
を
勧
め
ま
し
た
が
、
年
寄
り
の
安

否
を
確
認
す
る
と
街
に
戻
り
、
津
波
に
流
さ

れ
ま
し
た
。
弟
は
被
災
孤
児
と
な
り
、
伯
母

さ
ん
に
育
て
ら
れ
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

絆
　

共
に
未
来
に
向
か
っ
て

　
　
　
　
　
　
　

平
成
24
年
３
月
９
日

 ｢

東
日
本
大
震
災
に
よ
っ
て
失
わ
れ
た
す

べ
て
の
命
と
私
た
ち
の
思
い
を
つ
な
ぐ
。

輝
く
明
日
を
築
く
た
め
に
希
望
の
道
を
一

歩
踏
み
出
し
て
い
き
ま
す
。
い
つ
ま
で
も
や

す
ら
か
に｣



８
月
３
日　

石
巻
市
南
浜
地
区

　

南
浜
地
区
は
住
宅
地
で
４
千
３
０
０
人
が

住
ん
で
い
ま
し
た
が
、
７
０
０
人
近
く
が
犠

牲
と
な
り
石
巻
市
で
最
大
の
被
災
地
と
な
っ

た
地
区
で
す
。
家
の
ガ
ス
ボ
ン
ベ
が
爆
発
し

た
り
、
車
か
ら
漏
れ
た
ガ
ソ
リ
ン
に
引
火
し

た
り
、
地
震
に
よ
る
火
事
と
津
波
で
大
惨
事

の
場
所
と
な
り
ま
し
た
。

　

う
っ
そ
う
と
雑
草
が
生
い
茂
る
住
宅
跡
地

に
は｢

が
ん
ば
ろ
う
石
巻｣

と
い
う
大
き
な
看

板
が
立
っ
て
い
ま
し
た
。｢

津
波
に
負
け
た

く
な
い
、
元
気
を
出
せ
な
い
で
い
る
地
域
を

励
ま
し
た
い｣

と
い
う
思
い
か
ら
、
震
災
１

カ
月
後
に
建
設
さ
れ
た
看
板
で
す
。
今
の
看

板
は
今
年
４
月
11
日
に
新
し
い
も
の
に
更
新

さ
れ
、
２
代
目
と
な
り
ま
す
。

　
「
が
ん
ば
ろ
う
石
巻
」
こ
の
言
葉
は
震
災

後
、
自
分
の
土
地
だ
っ
た
場
所
に
き
た
所
有

者
が
そ
の
悲
惨
さ
に
呆
然
と
立
ち
す
く
ん
だ

あ
と
、
自
分
自
身
に
か
け
た
励
ま
し
の
言
葉

だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。｢
必
死
に
み
ん
な
頑

張
っ
て
い
る
の
に
、
こ
れ
以
上
、
何
を
頑
張

れ
と
言
う
の
か｣

と
の
批
判
も
出
ま
し
た
が
、

こ
れ
し
か
言
葉
が
出
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。

　

献
花
台
も
備
え
ら
れ
、
南
浜
地
区
の
犠
牲

者
の
追
悼
の
場
と
な
っ
て
お
り
、
全
員
で
献

花
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

看
板
の
近
く
に
は
、
押
し
寄
せ
た
津
波
の

高
さ
を
示
し
た
ポ
ー
ル
も
設
置
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
そ
の
高
さ
は
６
．
９
ｍ
も
あ
り
、

見
上
げ
る
高
さ
に
、
こ
こ
ま
で
高
い
津
波
が

襲
っ
て
き
た
の
か
と
思
う
と
鳥
肌
が
立
ち
ま

し
た
。

８
月
３
日　

日
和
山

　

震
災
当
時
、
多
く
の
市
民
が
こ
の
山
に

登
っ
て
津
波
か
ら
避
難
し
ま
し
た
が
、
眼
下

の
石
巻
漁
港
や
市
街
地
が
津
波
に
流
さ
れ
て

い
く
の
を
た
だ
た
だ
見
て
い
る
し
か
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

こ
こ
で
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活
用
し
、

被
災
直
後
の
実
際
の
映
像
や
そ
の
場
所
で
の

被
災
体
験
談
な
ど
を
学
習
し
ま
し
た
。
被
災

当
時
の〝
過
去
〟、
そ
し
て〝
現
在
〟、
さ
ら
に

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
に
映
し
出
さ
れ
た〝
未

来
〟
の
姿
を
見
る
こ
と
で
、
石
巻
市
へ
の
理

解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

８
月
３
日　

大
川
小
学
校

　

大
川
小
学
校
は
、
新
北
上
川
の
遡そ
じ
ょ
う上

に
よ

り
、
校
舎
全
体
が
呑
み
込
ま
れ
ま
し
た
。
校

庭
に
い
た
児
童
78
人
中
74
人（
全
校
生
徒

１
０
８
人
）
と
、
校
内
に
い
た
教
職
員
の
11

人
中
10
人
、
さ
ら
に
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
転

手
が
津
波
に
流
さ
れ
大
惨
事
と
な
っ
た
場
所

で
す
。
崩
れ
か
け
た
校
舎
が
そ
の
ま
ま
の
状

態
で
残
さ
れ
て
お
り
、
保
護
者
か
ら
は「
校

舎
が
残
っ
て
い
る
と
、
思
い
出
し
て
し
ま
う

の
で
辛
い
」と
い
う
声
と
、「
最
期
に
こ
こ
に

い
た
証
で
あ
る
た
め
、
残
し
て
ほ
し
い
」
と

い
う
声
が
あ
る
と
い
う
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

避
難
行
動
を
す
ぐ
取
ら
な
か
っ
た
こ
と
、

避
難
先
と
し
て
新
北
上
大
橋
の
た
も
と（
三

角
地
帯
）
と
裏
山
の
ど
ち
ら
に
逃
げ
る
か
と

い
う
意
見
が
対
立
し
、
最
終
的
に
三
角
地
帯

に
避
難
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
移
動
を
開

始
し
た
直
後
に
津
波
に
呑
み
込
ま
れ
た
事

実
。
津
波
は
海
岸
か
ら
最
大
で
３
㎞
ほ
ど
内

陸
に
入
る
と
さ
れ
て
お
り
、
河
口
か
ら
約
５

㎞
離
れ
た
大
川
小
学
校
に
は
津
波
は
到
達
し

ポールの頂上と同じ高さの津波が町を呑み込んだ



特集
石巻子ども交流事業

な
い
だ
ろ
う
と
安
心
し
て
い
た
こ
と
。
防
災

無
線
が
１
回
し
か
流
れ
な
か
っ
た
こ
と
…
。

〝
も
し
、
違
う
方
法
を
と
っ
て
い
れ
ば
、
多

く
の
犠
牲
は
出
な
か
っ
た
の
で
は
…
〟
地
震

や
津
波
は
予
測
不
可
能
で
あ
る
こ
と
と
災
害

対
策
の
在
り
方
に
つ
い
て
深
く
考
え
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　

い
ま
だ
に
見
つ
か
ら
な
い
子
ど
も
の
親

は
、
免
許
を
取
り
重
機
を
購
入
し
、
手
当
た

り
次
第
に
掘
り
、
子
ど
も
の
行
方
を
捜
し
て

い
る
と
い
い
ま
す
。

石
巻
子
ど
も
交
流
事
業
参
加
者

岡
部
桧
菜
子（
宇
園
別
小
学
校
４
年
）

佐
藤
菜
南（
宇
園
別
小
学
校
５
年
）

粥
川
有
芽（
当
麻
小
学
校
４
年
）

村
田
悠
翔（
当
麻
小
学
校
４
年
）

阿
部
真
弥（
当
麻
小
学
校
５
年
）

五
十
嵐
樹（
当
麻
小
学
校
５
年
）

高
橋
琉
湊（
当
麻
小
学
校
６
年
）

對
馬
恵
里
華（
当
麻
小
学
校
６
年
）

村
上
妃
依（
当
麻
小
学
校
６
年
）

梁
川
則
子（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
）

杉
本
敬
子（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
）

中
辻
京
子（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
）

菅
原
笑
子（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
）

勝
田
み
せ
子（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
）

引
率　

五
十
嵐
欣
也（
当
麻
小
学
校
長
）

引
率　

澤
渡
千
修（
当
麻
小
学
校
教
諭
）

引
率　

小
林
一
久（
宇
園
別
小
学
校
教
諭
）

引
率　

鈴
木
英
樹（
教
育
委
員
会
職
員
）

引
率　

土
川
千
智（
教
育
委
員
会
職
員
）

　

想
像
を
超
え
る
被
災
を
し
た
現
地
の
皆
さ

ん
は
、
笑
顔
で
接
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
、
誰
も
が｢

あ
の
記
憶
を
風
化
さ
せ
て
は

な
ら
な
い｣

と
語
り
部
に
な
っ
て〝
石
巻
市
〟

を
伝
え
て
い
ま
す
。
宿
泊
し
た
女
川
の
ホ
テ

ル
の
女
将
さ
ん
は
、
避
難
所
と
し
て
ホ
テ
ル

を
提
供
し
、
無
我
夢
中
の
毎
日
だ
っ
た
そ
う

で
す
。
そ
の
時
を
振
り
返
る
と
涙
が
出
て
く

る
ば
か
り
だ
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
事
業
に
参
加
し
た
当
麻
町
の
子
ど

も
た
ち
の
感
想
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

・
震
災
の
力
は
人
に
絶
望
を
与
え
る

・
地
震
は
怖
く
て
、
笑
顔
を
壊
す
こ
と
だ
と

思
っ
た

・
５
年
経
っ
た
今
で
も
学
校
が
直
っ
て
い
な

か
っ
た
り
す
る
こ
と
に
お
ど
ろ
い
た

・
安
全
だ
と
言
わ
れ
て
い
た
小
学
校
は
中
が

全
て
無
く
て
た
く
さ
ん
の
人
が
亡
く
な
っ

て
い
て
本
当
に
恐
い
も
の
だ
と
い
う
こ
と

が
わ
か
っ
た

・
災
害
を
受
け
た
人
た
ち
も
み
ん
な
と
が
ん

ば
れ
ば
何
だ
っ
て
で
き
て
い
た
か
ら｢

協

力｣

っ
て
い
る
ん
だ
な
ぁ
と
思
っ
た
。

・
努
力
し
て
復
興
し
た
こ
と
が
す
ご
い
と

思
っ
た
。
努
力
は
大
切
だ
と
感
じ
た
。

　

最
後
に
、
震
災
当
時
、
小
学
５
年
生
だ
っ

た
女
川
町
の
佐
藤
柚
希
さ
ん
が
６
年
生
の
時

に
作
っ
た
詩
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

女
川
は
流
さ
れ
た
の
で
は
な
い

　

新
し
い
女
川
に
生
ま
れ
変
わ
る
ん
だ

　

人
々
は
負
け
ず
に
待
ち
続
け
る

　

新
し
い
女
川
に
住
む
喜
び
を

　

感
じ
る
た
め
に

大川小学校の無残な姿
自然災害の恐ろしさを物語っている



オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
夢
の
続
き
は
、
リ
オ

デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
か
ら
東
京
へ
バ
ト
ン
タ
ッ

チ
さ
れ
た
。

17
日
間
の
熱
闘
は
、
私
た
ち
に
ス
ポ
ー

ツ
の
素
晴
し
さ
と
、
友
情
の
尊
さ
を
あ
ら

た
め
て
伝
え
て
く
れ
た
。

町
民
の
皆
さ
ま
も
テ
レ
ビ
に
釘
付
け
と

な
り
、
寝
不
足
の
連
日
だ
っ
た
と
思
う
。

私
も
そ
の
一
人
で
あ
り
、
早
め
に
床
に

就
き
、
深
夜
や
早
朝
に
目
覚
し
を
セ
ッ
ト

し
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
中
心
と
し
た
生
活

サ
イ
ク
ル
だ
っ
た
。

ス
ポ
ー
ツ
観
戦
は
、
録
画
で
は
な
く
ラ

イ
ブ
が
一
番
と
信
じ
て
い
る
の
で
、
時
間

と
の
戦
い
の
日
々
で
あ
っ
た
。

選
手
の
活
躍
は
、
た
く
さ
ん
の
感
動
と

新
た
な
歴
史
を
作
っ
て
く
れ
た
。

逆
転
ま
た
逆
転
の
レ
ス
リ
ン
グ
、
歴
史

を
作
っ
た
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
卓
球
、
お
家

芸
復
活
の
柔
道
、
世
界
一
の
美
技
の
体

操
、
水
の
王
者
出
現
の
競
泳
と
、
金
メ
ダ

ル
を
称
え
た
文
言
が
新
聞
紙
上
を
に
ぎ 

わ
す
。

銀
メ
ダ
ル
で
涙
に
く
れ
、
銅
メ
ダ
ル
に

大
喜
び
す
る
場
面
も
数
多
く
あ
っ
た
。

柔
道
・
レ
ス
リ
ン
グ
な
ど
の
格
闘
技
は
、

決
勝
で
敗
れ
た
悔
し
さ
が
銀
メ
ダ
ル
の
涙

と
な
り
、
一
度
敗
れ
、
折
れ
か
け
た
気
持

ち
を
見
事
立
て
直
し
、
奪
い
取
っ
た
銅
メ

ダ
ル
に
喜
び
の
気
持
ち
が
表
れ
て
い
た
。
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８月１日で１周年を迎えた
“くるみなの庭”

夏休みも多くの家族連れで
にぎわっていました

当麻の夏休み
何かいいもの見つかったかな？

今月の表紙写真

｢ とうまの夏休み
いいもの見つけた？ ｣

８月31日現在で当麻町に住民票のある平成27年８月生まれの赤ちゃんです
(町広報撮影)

特
に
印
象
深
か
っ
た
の
は
、
レ
ス
リ
ン

グ
の
吉
田
沙
保
里
選
手
の
銀
メ
ダ
ル
で 

あ
る
。

「
銀
メ
ダ
ル
で
申
し
訳
な
い
。
主
将
と

し
て
金
メ
ダ
ル
を
取
れ
な
く
て
ご
め
ん
な

さ
い
」
と
、
敗
戦
後
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に

号
泣
す
る
吉
田
選
手
に
、「
そ
ん
な
こ
と

あ
り
ま
せ
ん
よ
」
と
声
を
掛
け
る
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
の
言
葉
は
実
に
温
か
く
、
聞
く
者

の
心
を
打
つ
。

テ
レ
ビ
画
面
に
映
し
出
さ
れ
た
視
聴
者

か
ら
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、「
い
ま
、

吉
田
選
手
に
か
け
る
言
葉
は
見
つ
か
り
ま

せ
ん
。
日
本
中
の
み
ん
な
が
、
あ
な
た
を

抱
き
し
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
…
国

民
の
声
を
代
表
し
て
い
た
。

数
々
の
ド
ラ
マ
を
生
み
、
五
輪
旗
は
東

京
都
の
小
池
百
合
子
知
事
に
引
き
継
が

れ
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
ス
タ
ー
ト 

し
た
。

新
国
立
競
技
場
の
建
設
、
エ
ン
ブ
レ
ム

の
盗
用
問
題
と
ト
ラ
ブ
ル
続
き
の
ス
タ
ー

ト
で
あ
る
が
、
リ
オ
は
私
た
ち
に
貴
重
な

教
訓
を
与
え
て
く
れ
た
。

財
政
難
の
開
催
国
ブ
ラ
ジ
ル
で
あ
っ
た

が
、
大
会
経
費
を
絞
り
豪
華
さ
を
抑
え
た

こ
と
が
、
五
輪
の
原
点
で
あ
る
ス
ポ
ー
ツ

の
素
晴
ら
し
さ
を
写
し
出
し
て
い
た
。

あ
の
東
日
本
大
震
災
の
折
、
世
界
の

人
々
は
、
温
か
い
心
と
祈
り
を
我
が
国
に

寄
せ
て
い
た
だ
い
た
。

施
設
の
豪
華
さ
を
競
う
の
で
は
な
く
、

感
謝
の
気
持
ち
を
世
界
に
届
け
た
い
。

４
年
後
、
あ
り
が
と
う

3

3

3

3

3

と
お
も
て
な
し

3

3

3

3

3

の
気
持
ち
で
迎
え
る
こ
と
を
心
に
誓
い
、

リ
オ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
別
れ
を
告
げ
た
。

リ
オ
五
輪
が
教
え
て
く
れ
た

　

東
京
五
輪
が
伝
え
る
べ
き
も
の

147

１歳

おめでとう

人のうごき ８月末現在・(　)内は前月比

総人口　　　男　       　女　      世帯数
6,669(-9) 3,091(-5) 3,578(-4) 3,066(-1)
うち65歳以上
2,685(17)

佐藤　一
い ぶ き

颯ちゃん
（３西３）

横山　那
な

生
お

ちゃん
（５東４）

        　
　
　

菊
川
健
一
／
当
麻
町
長




